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研究成果の概要（和文）：学習指導要領等新たな教育改革の動向は、国、教育委員会、学校への伝達システム及
び伝達公的研修が中心となるが、その伝達課程において情報が固定化する等の課題が指摘されてきた。本研究で
は、大学を拠点とした広域連携型ネットワークモデルを検討し、各地区で運用し，大学，教育行政担当者，現職
教員，学生の参加によって，協働的学びを保証する学びのシステムの汎用性を検証した．また、授業力向上のた
め，単元構造図を活用したアクション・リサーチ型の研修プログラムの校種別，経年者別のプログラム開発を進
め，大学における教師養成教育及び現職教員の資質・能力の向上に向けたプログラムの効果を検証した．

研究成果の概要（英文）：The MEXT and prefectural boards of education play central roles in 
communicating information on the revised Courses of Study. However, issues and limits have been 
raised in the information transmitting process on to school sites. This study aimed to develop a 
wide-area collaborative teachers’ network and examine the versatility of the learning system which 
ensures collaborative learning that promotes interaction among university teachers, supervisors of 
boards of education, in-service teachers and pre-service teachers. This study also aimed to develop 
action-learning training programs using ‘unit structure diagram’ and corresponding to school 
stages and teachers’ career for each school stage, and examined the effectiveness of the programs 
in terms of in-service and pre-service teachers’ professional development.

研究分野：体育科教育

キーワード： 教師間ネットワーク　現職教員研修　教員養成　単元構造図　カリキュラム・マネジメント　アクショ
ン・リサーチ　知識構造化　アクティブ・ラーニング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
〇研究成果の学術的意義や社会的意義
大学教員，教育行政担当者，小中高現職教員，学生が参加し，全国22カ所の都道府県教育委員会との連携により
ワークショップは，延べ1393名の参加し，ホームページのSNSのアクセス数は，36473件(2018.2)であった．ま
た，単元構造図作成を中核とした様々なワークショップツールの開発を行い、学会発表及び論文公開，報告書に
よって大学、教育委員会等に成果を公開した．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

申請者らは、これまで学習指導要領周知システムの補完機能として、大学が拠点と

なり、ワークショップ型の学びとともに、SNS の活用によって教育委員会、小中高現

職教員、教師希望学生が情報を共有するシステムづくり(図 1)と現職教員の資質向上

に向けたアクション・リサーチ型研修プログラムの開発を進めてきた。これらの先行

研究に基づきアクション・リサーチ型のプログラムとして、授業構築力を高めるため

の単元構造図を用いた授業づくりのワークショップを教育委員会、現職教員と協働し

て考案し、修正を行ってきた。 

研究成果は、神奈川県立体育センタ

ー、福岡県、鹿児島県、長崎県、鳥取

県等全国の現職教員に対する研修機会

における実践的運用、及び鹿屋体育大

学、早稲田大学、愛媛大学、福岡教育

大学、岩手大学等の体育科教師教育研

究者との連携によって、教員養成現場

への導入が広がりつつある。 

また、ソーシャルネットワークを活

用した取組みは、英ラフバラ大学や豪

クイーンズランド大学のコーチ教育に

おいても研究が進められているが、大

学における教員養成及び現職教師教育をつなぎ、喫緊の課題に対して、学術的見地か

ら積極的に参画し、研究成果を教育臨床に生かすシステムを構築することは、「教育の

質」が問われる現代にあって世界的な関心事であると言える。 

これらの課題や方向性から、一定の地域で大学教員も学びの構成員として参加する

ことを通して、効果的な情報交換機能と研修機能を兼ね備えた情報を共有するシステ

ムづくりの成果をもとに、研究分担者らの地域にネットワークを広げ、申請者らの開

発した単元構造図を用いたワークショップ型プログラムの実践的修正を重ね、協働的

検証を行うことで、現職教師及び教師教育現場における職能開発の在り方を行うこと

は有益であるといえる。 

 

２．研究の目的 

上記の背景及びこれまでの研究成果をもとに、本研究は、東北エリア、西日本エリア、九州

広域エリア等の域内の複数の大学連携によって、現職教師及び教師教育におけるアクティブ・

ラーニングの推進のための研修・教育ネットワークシステムの汎用性を検証するとともに、単

元構造図を用いたワークショップ型プログラムの検証を目的とする。単元構造図は、①年間指

導計画作成ワークショップ、②指導内容の系統化理解、③評価規準の設定と評価タイミングの

理解、④グループでの単元構造図作成(運動領域版)、⑤グループでの単元構造図の作成(保健、

体育理論版)、⑥単元構造図詳細図(運動領域版)、⑦単元構造図詳細版(保健、体育理論版)の組

合せによる運用によって授業構想力を高める効果が確認されているが、全ての校種、領域での

開発までは至っていない。また、これら全てのプログラムを体験し理解することは、かなりの

時間を要することから、実践的運用上の課題も指摘されている。本研究では、これらの課題を

解決するとともに経験年次に応じて、現職教師及び教師教育におけるアクティブ・ラーニング

型カリキュラム及び研修プログラムの作成を進めていく。 

 

３．研究の方法 

 
アクティブ・ラーニングによる教員の資質・能力の向上に向けたプログラムの効果を明らかに
するため、以下の方法により検証する。 
① 広域ネットワークシステム（学びの空間）の論理モデルの構築とその汎用性の検討。   
② 諸外国の体育科教育分野で進められている大学が拠点となる教師間ネットワークについて、

インタビュー調査を行い、本モデルとの比較・分析。 
③ 教師養成教育向けアクション・リサーチ型カリキュラム(単元構造図ワークショップ)の校

種別、領域別の開発・運用・評価 
④ 現職教員向けアクション・リサーチ型研修プログラム（校種別、経年別）の開発・運用・

評価 

図 1  広域連携ネットワークの機能イメージ 
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４．研究成果 
 
1.2011 年～2015 年における体育の教員研修における単元構造図活用の有用性の検討 
1）研修を受けた教員は全体的に単元構造図を活用することについて、高く評価する傾向にあ 
った。研修会別にみると調査を開始した 2011 年より一貫して学習指導要領あるいは指導内
容の理解は高く評価され、学習過程のイメージは 2012 年度より、評価に関わっては 2013
年度より順次対象教員の評価が高くなる傾向にあった。 

2）対象教員による評価を所属校種別にみると全体的に大きな違いはみられなかったが、教職
歴別にみると学習過程のイメージや指導と評価の計画や評価規準作成のイメージに大きな
違いが認められた。全体的には養成・初任期あるいは熟練期の対象者より中堅期の教員が
単元構造図を高く評価する傾向にあった。 

3）教員研修会への参加が少なかった養成・初任期の対象を除く中堅期・熟練期別に単元構造
図活用の直接的なねらい 5項目の因子分析を行った結果、中堅期は 1因子に集約されたが、
熟練期は 2 つの因子が抽出された。第 1 因子は「指導内容の理解」第 2 因子は「評価計画
の理解」としたが、加えてこれら 2 つの因子を単元の過程として捉える「学習過程の理解」
といった 3 点から単元構造図活用の良し悪しを分析・検討した。 

4）中堅期と熟練期に分けて単元構造図活用の直接的なねらいを評価する 5 項目の総合的な授
業づくり 3 項目それぞれに対する関係をみたところ、中堅期の教員については学習過程や
評価計画のイメージが持てること、熟練期の教員においては指導内容の理解が深まるとい
う点でとりわけ授業づくり、自己のスキルアップや単元構造図の活用意欲の向上に強い関
係が認められた。 

2.2016 年度教師ネットワーク研究会参加者の意識 
 1) 業務（研修指導・授業実践）を今よりもよくしたい、授業づくりに必要な知識が欲しいな

どの意欲が高く、広域や多様な立場(教員、大学教員、教育委員会、学生等 )が連携する研
究会は教員養成、現職研修、自身に有益であると感じている。一方で、「自分のイメージ通
りに（学校や児童生徒への）指導ができている」「ホームページにアップロードされた資料
を活用している」という回答に低い傾向がみられたことから、学校現場における現実と自
身の求めたい授業イメージとの理想の間にギャップを感じていること、情報活用力に課題
があることが確認された。 

2)経年者に、「自身の業務（研修指導・授業実践）をより高めたいという意欲が高まった」
という項目に高い傾向がみられたこと、教育委員会関係者に「自身が取り組むべき課題が
明確になった」「参加者間の新しいつながりが広がった」という項目で評価の高い傾向がみ
られたことから、本研究のターゲットである周知システムの第 2 段階及び第 3 段階の経年
者層から評価の高い傾向が確認された。 

一方で、20 代、学生にとっては、「自身にとっては理解が難しい話題であった」「自身の
業務（研修指導・授業実践）に自信が持てた」という項目で低く評価する傾向がみられる
ことから、学生及び初任段階の経験が少ない対象者への話題と内容を検討すること、複数
参加者の満足度の変化及び実施内容と満足度の関係を引き続き調査することの必要性が認
められた。 

3. 2016 年度と 2017 年度教師ネットワーク研究会参加者の比較から 
1)参加者属性の傾向として、ワークショップの増加の変更に対して、20 代、大学学生の参加
の増加傾向が見られた(表 2)。 

2)参加者の特性から見た傾向として、評価(2016 及び 2017 ともに引き続き高い評価傾向がみ
られた 

3)業務（研修指導・授業実践）を今よりもよくしたい、授業づくりに必要な知識が欲しいな
どの意欲が高く、広域や多様な立場(教員、大学教員、教育委員会、学生等 )が連携する
研究会は教員養成、現職研修、自身に有益であると感じている傾向は継続している。 

4) 研修ツールの開発 
 新学習指導要領改訂に伴い、教科間の横のつながりや年間の指導計画の中でのマネジメント
が一層求められることから、保健と体育をつなぐカリキュラム・マネジメントを取り出したワ
ークショップの開発、体育分野における内容のまとまりに示された指導内容を、単元を検討す
る際に重点化を図るための領域内における指導内容重点化ワークショップ、知識の構造化に焦
点を当てた知識構造化検討ワークショップ、技能以外の指導内容に重点化した態度、思考・判
断重点化ワークショップ等を開発し、2017 年～2018 年は研修参加者に対して運用及び改善を進
めた。参加者調査による効果分析及び研修ツールの公開を 2019 年度に予定している。 
5) 諸外国教師間ネットワークの情報収集及び連携 
 韓国、台湾の動向調査報告書の作成、公開、英語版単元構造図の作成及び、韓国、台湾、ア
メリカ、イギリスの研究者との意見交換及び韓国中央大学、台湾師範大学、ブリッジウォータ
ー大学(アメリカ)の学生へのワークショップの開催、東アジアスポーツ教育学会、SHAPE 
AMERICA における学会発表を行った。 
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